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つながるわかば  
 

自分で考えて動く夏休みを！ 

７０日の登校日数の１学期が本日で終了しました。保護者の方々の支えもあり、子どもたちの成

長を感じる日々でした。学校教育へのご理解、ご協力を本当に感謝申し上げます。 

さて、本日の終業式では子どもたちに以下のようなお話をしました。ぜひ、充実した夏休みにな

るように、ご家庭でも子どもたちの様子を見守り、励ましの声かけをよろしくお願いします。 

（文責）熊本市立若葉小学校  

校長 坂本多代 

 

４月、入学・進級して新しい友達、新しい勉強にチャレンジしてきたみなさん。 

きっと、それぞれに「頑張ったこと」や「できるようになったこと」があると思います。 

涙することなく登校できるようになったり、少し嫌なことがあっても気持ちを切り替えて

過ごせるようになったり、仲間と協力して創り上げる喜びを感じたり・・・。みんなが一歩

ずつ成長していく姿を見て、とても嬉しかったです。 

さて、明日からは夏休みが始まります。４１日間あります。どんな夏休みにしたいですか。 

夏休みは授業がない分、「自分のペースで学ぶ」ことができるチャンスです。だから、「自分

で考えて動く夏休み」にしてほしいと思います。 

７月の学校朝会で、「学ぶって何？」と考えました。「学びとは『何かをすることで、何かに

気づいて、ピロリロリーンと自分が変わること』だよ」とわかばちゃんが言っていましたよ

ね。この「学び」を加速させてほしいと思います。そのためには、何かをしないと、何も変

わりません。夏休みに、この一歩を踏み出して、学びに向かって何かに挑戦してほしいです。 

学びとは学校の教科だけではありません。例えば、 

 たくさん読書をすると、言葉の力や想像する力がつく自分 

になります。 

 家のお手伝いをすると、人の役に立つ喜びを知る自分にな 

ります。 

 工作や自由研究をすることで、「自分からやってみる力」 

がつく自分になります。 

こうした毎日の中の「小さな学び」を一人一人の中で、ぐん 

と育てていってほしいです。 

そして、２学期のはじめに、少し成長した自分になれているように！そのためにも「自分で

考えて動く夏休み」にしてほしいです。 

それでは、事故や怪我にも気をつけて、安全に元気 

に過ごしてください。みなさんが笑顔で夏休みを終 

えられることを願っています。 

２学期にまた元気で成長したみなさんに会えること 

を楽しみにしています。 

 

 


